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ホルムアルデヒド放散等級区分
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-
居室内で無制限に使用できます

国土交通大臣認定

認定番号 区分

NM-8585 不燃材料

QM-9816 準不燃材料

RM-9364 難燃材料

　塗料塗装

　-(一社)日本塗料工業会

水性１液透湿型微小骨材入リシリコン樹脂塗料

□111g透垣コート
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クJ塀ぬ保護4と建物肝天煩塗装に叢適レ

］2ﾚli性〉

｡,……=高い透湿性により塗謨の膨れヽ剥がれを抑制します。
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〉､と塗謨が微弾性の為､下地のヘアクラックに追従性があります。

促進耐候性(キセノンウェザーメータ)

※Nろ相当のグレーで試験
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●11111111●コンクリート、モルタル等

●冒::●各色(中濃彩色は対応不可)ト

水蒸気透過度g/m2(社内試験法による)

※日塗工対応可能色

透水性ml/24h(社内試験法による)
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砂壁調等の高意匠性を損なわずに仕上げる事が可能です。

〉

〉ｊ透湿機能により､塗膜の膨れ､剥がれを抑制します。

シリコン系塗膜のため､高い耐久性を発揮します。



〉住宅基礎､擁壁等の中性化を抑制しコンクリートを保護します。
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y……〉j透湿性がある為､塗膜の膨れ､剥がれを抑制します。

　　レ〉防氷性が高く､外部からの水の浸入を抑制します。

　　　/〉､ﾉ微弾性塗膜で下地追従性があリ厚付仕様が可能です。

　塗膜の

膨れ､剥がれ

　を抑制

ン　〉,=改修塗装時の下塗り工程を省略する事ができます｡※1

ニゾと〉j･遺漏に優れ､塗膜の膨れ､剥がれを抑制します。

j……i………ﾚﾌﾟﾀﾞ………ぐ………:=:.=:･.･=1･’=.･.万.:ll.〉．，|日塗膜剥離箇所等の不随を調整します．
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ﾌ=　〉シリコン系塗膜の為､長期に亘り高い耐久性を発揮します。



いｰ基礎巾木ji

新設塗装仕様はこちらからトド

擁壁籐ｊブロック壊y=(上塗りＡパターン：ウールローラー／上塗りＢパターン：砂骨ローラー)

　　　　　　　　　　　　　　　　　k　　t一 声　‾　　、’　　　．四　l　　　　　　　a･に心　　　|♂　　　－　●　　－　　　　　　Ｆ　｀･こl

　－。　　旧塗膜でハガレ部分、フクレ部分等はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。

’｀｀“‘　　また、エフロレッセンス、チョーキング部分、汚れ等は高圧水洗浄等で除去し、乾燥した清浄面とする。

/

･irly皿　ロックカチオンシーラーマルチ|||や1
水／ハケ・ローラー:o％{通常不要) １ 0.07～0.13 3時間以上

零冒一瓢|　ロック透湿コート 水／ハケ・ウールローラー:O～5％ ２ 0.20～0.25 2時間以上

r11冒1霊1!一　ロック透湿コート 水／砂骨ローラー:O％(通常不要) １～２※２ 0.6~1.0 2時間以上

※1下塗りはロックカチオンシーラーマルチの他、ハイパーシーラーアクアやハイパーシーラーェポも使用可能です。

※２砂骨ローラーでの塗装時に下地が十分隠ぺいしない場合は２回塗りとしてください。j聚2y砂骨･gl¬･ﾗ÷:での塗装鴫に下地が十分贈ぺいしない場合は２回塗りとしてください。

　づ一=軒天部（ウールローラー）

　　　　｀､’　　　　　　　　　P･゛s’t　　　　　　　　　　　　　･.I!･ j　’ ;｡　　｡｀日･j l ’、　　　‘r.EIぶ　　、‘　’、　□　　　　i=｡・－:こ･､ﾆ　゛

　　　　｡、　旧塗膜でハガレ部分、フクレ部分等はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。

　　　‘゛’゛　　また、ェフロレッセンス、チョーキング部分、汚れ等は高圧水洗浄等で除去し、乾燥した清浄面とする。

　　　　１　　　　ロック透湿コート※3　　　　　　　　　　　　　　水／ハケ・ローラー:O～5％　　　　　2　　　　　0.20~0.25　　　　　2時間以上

・旧塗膜が有リ、且つ劣化が軽微で、素地に強固に付着しているのみ、下塗りを省略する事が可能です。

※３下塗りが必要な場合はロックカチオンシーラーマルチの他、ハイパーシーラーアクアやハイパーシーラーェポも使用可能です。

　　四回ｔ砂壁調等仕上げ面（ウールローラー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　「　　　　．－　　　　　　ｊｒ　ｒ　　　　　　　　　　　　　　　・・　‾

　。｡．　旧塗膜でハガレ部分、フクレ部分等はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。

I’.‘i‘　　また、エフロレッセンス、チョーキング部分、汚れ等は高圧水洗浄等で除去し、乾燥した清浄面とする。

-i711皿　ロックカチオンシーラーマルチ||ド4
水／ハケ・ローラー:o％(通常不要) １ 0.07～0.13 3時間以上

-1111皿　ロック透湿コート
水／ハケ・ローラー:O～5％ ２ 0.20~0.25 2時間以上

※４下塗りはロックカチオンシーラーマルチの他、ハイパーシーラーアクアやハイパーシーラーェポも使用可能です

※防火認定仕様につきましては、最寄りの各営業所にお問い合わせください。

施工上の要点および注意事項
　（塩ピ鋼板、ラミ

クロスなど）への

：ださい。また、

童してください。

安全衛生上及び取扱上の注意

【取扱注意事項】

●塗装中、乾燥中ともに換気をよくしてください。

●取扱い中は、できるだけ皮膚にふれないようにし、必要に応じて、

●取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行い、作業衣等に付着した

　汚れをよく落としてください。

子どもの手が届かない場所に保管してください。

●本カタログの内容については、予告なしに変更する
　場合がありますのであらかじめご了承ください。

　また記載内容について、法律で認められる範囲を
　超えての転載・複製を禁止します。

●各工程の塗装間隔や塗付量、希釈量を守らなかった場合塗膜不良と
　なる事があります。また、各工程において当社指定以外の材料を

　使用した場合は十分な性能が得られないことかあります。
ｌしてくyliyい。●このカタログに記載されている下塗り塗料などの詳細な使用方法に

ｵは、　　　　　ついては、それぞれのカタログをご参照ください。
させてくださり･●この仕様書はすべてのエ程においてホルムアルデヒド放散等級
セメントフィフー　F☆☆☆☆を使用しています。F☆☆☆☆以外の材料（被塗物、素地を

　　　含む）を使用したり､各工程の塗装間隔や塗付量､希釈量を守らなかった
る　場合、F☆☆☆☆でなくなることかありますので注意してください。

7）●カタログに記載されていない素地及び塗装方法、工程で施工する場合、

？　塗膜欠陥を起こすことがありますので、使用する前に最寄りの

に　営業所へお問い合わせください。

゜●防藻・防カピ効果は繁殖を抑制するためで、既に発生している
ｒ　被塗面には、下地処理として除去および防藻・防カビ処理剤などで

　　殺菌処理した後、塗装してください。
ヽ．　　　　　　　　　　●フタを開けたままにしておくとしだいに皮張りを起こＬますので､出来る
ムデープなどで確認し、はがれが　だけ早く使い切るか、ポリエチレンシーﾄ等で密團保管Ｌてください．

実施してください．　　　　●塗装後24暗闇以内に降雨、結露があった場合、白化やシミが残る

I素す･．_、．．‥＿．_．．．　場合があります．また、低温暗や高湿度、通風が悪い場合も白化や

よって愕看手提や　　走切な●Ξを竹っ（ｗａｓ｀。
あらかじめ適切な　●本製品の発売時に実用化されていた技術では予見が困難な塗謨の
　　　　　　　　　　　異常現象、又は、それが原因で不具合が生じる可能性があります。

ッコ）やアクリル　●漏水が見られる場合は、予め要因となっている箇所への防水処理を
いることがあります。行った後に施工してください。
lますので、ふくれ　●倫ま。=･●かμミ鮪懇､kf71彊徊ｔＺ旅路7911池謹fn白4k.｡2､ぞjl●笠木、天嶮など長時間水の滞留する随所では擦膜の白化、ふくれ

　などが発生する場合がありますので、養生シートの設置方法などに
しが必要な男含があります．昌ぶで?a凌:漂芒ttxjEjﾐﾌ)で｀養生ｼ‾卜の設置方法などに

居Ｊ7ｕ駄゜昌回琵％ﾔｰｼﾞ547ooo(o゛)2｀゛)゛

●蓄熱されやすい建材を使用した高断熱外装に塗装する場合、蒼然、水分、●塗装面の取り合い等で可塑剤が多く含まれる建材
　下地の状態､塗装環境等複数の条件が‘重なることで､建材の変形､塗膜の　ネート鋼板、プラスチック、ゴムパッキン、塩ビ
　ふくれ、はがれが生じることがあります。　　　　　　　　　　直接の塗装は塗膜が軟化することがあリ避けて(
●同一面で旧塗膜が広範囲かつ多数ふくれている箇所がある場合は、これらの素材に塗膜が接触・付着しないように注
　旧塗膜を全面ケレン除去をご検討ください。　　　　　　　　●新しいコンクリート、モルタルなどのアルカリ質素

●砂骨ローラーで塗装する際は必ず無希釈で行ってください。　　　　含水率10％以下、H9.5以下になるまで十分に乾傾
　希釈するとたれやすくなります。　　　　　　　　　　　　●屋外セメント系素剔こ段差・巣穴などがある場合は、

●本製品は骨材入りの高粘度塗料のため、ローラー目を出さずに　　＿を用いて蚤陳聊策を仮ってくだ｡すら　‥。。。

S?目安に実施してください。

立ちやすくなります。

､均一にしてから使用して下さい。

十分行い、その後も塗膜が完全に

行ってください。

があります。●已禾μこぶっ（ほ活つ？ひ夕甕心ことかめりま1‾。
●飛散防止のため必ず養生を行ってください。
●塗装方法により多少色相が異なることがありますので、

　多（含みますので、十分に乾燥させてから施工して4
　〔含水率10％以下〕
●エマルションバテの外部での使用は避けてください。

　●比較的緻密な素材である押ｉ成形板やGnclへ塗装する場合はヽ　i;ii;:iiiλ1･iiii‾’゛’‾‾’‾‾‾’‾‾‾‾‾‾’‾’

･ﾄ　ﾆ1メロｚクシーラーヽ｡｡ハザバーシーラーエポを下塗りとして使用　・。i&i6震いrおuiすので、エアレス塗装は避けてください。

ｔ．ほ陥尽Ｌなどの塗装用具は水性用を使用Lてください。　　　・゛゛゛髭:よっ7?き1117が粘着性を感じることがありますが、

ｒ°翻1包t賢一1でj燧賢葱賢i“゜゛（゛゛｡一一1認話勁､‘一髪ｌｓにおｌぃ台わせくaぃ。

ぃ。゜
itMI飯台lt゛゛シg;川説諭゛ヽ”“゛１む認

､Tぶ急流1認慌温灸｀昌濤以7毘

は●改修塗装の場合、i‐な旧塗腫、汚れ、チョーキングなどはディスク●モルタル・コンクリーﾄ素地面の脆弱な層や、エフロレッセンス、

lを　ダンダー､皮スキ､ワイヤーブラシなどで除去し､高圧洗浄を行った後、レイタンスなどは十分に取り除いてください。また、素地か極端に粗い
　　24時間以上乾燥させてください。〔気温20°C、湿度65％の場合〕　　場合や凹凸の激しい場合、及び巣穴などは状況に応じて補俯し。
　●改催糖肺の場合、畿蛾の躇碧や下地価理大法によ、？伺鎗;i瘤や　　適切な植生を唇ってください。

　シーリング材の種類によっては汚れ、付着不良が発生する場合がありますので

　試し塗りすることをお奨めします。なお、ノンブリードタイプのシーリング

　材に「ロックノンタックプライマーS」は塗装しないでください。

●外部の塗装について、塗料臭気か室内に入らないように換気装置

　などを停止し、開口部などの養生を行ってください。

【製品の危険・有害性】

●危酸性のllとんどない製品ですが､目や呼吸器に入ることは避けてください。

【救急処置】

ii5J;;;ik,i,多l･水｡洗ぃ,｡,ａ｡・く醸嗜察1壷｡7a,ぃ，。９想む保懸が1た｡9？懇懇｡1‘巳竺り
●誤って飲み込んだ場合には､できるだけはやく医師の診察を受けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･=－-･■●-ｗ－－

･･-－＝Ｍ

●気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし､必要に　●iくふたをして直射日光を避け5°c以上40°c以下の安全でかつ

応じて医師の診察を受けてください。

皮膚に付着した場合には､多量の石けん水で洗い落し､ﾐ

外観に変化のあるときは医師の診察を受けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜■　㎜　■㎜　㎜　■㎜■■■　■■㎜　■●皮膚に付着した場合には､多量の石けん水で洗い落し､痛みまたは●容器は中身を使い切ってから破棄してください

。

IIIllSI●-‘‘‘奮'Iゝ゛●ls ●●威容●l　　uRL : hllps : /ywww.
｢ockpaint.co.jp

東京営業部/〒136-0076/東京都江東区南砂２丁目３７番２号TEL(03)3640-6000 FAX(03)3640-9000

大阪営業部/〒555-0033/大阪市西淀川区姫島３丁目1番47号TEL(06)6473-1650 FAX(06)6473-1000

当社の所在地詳細につきましては

QRコードからご確認ください。

　【施工後の安全性について】

●本製品群は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後の引渡しの

　際は、施主に対して安全性に十分に注意を払うようにご指導ください。

●不特定多数の方が利用する施設を施工した場合は、ペンキ塗りたて

　であるなどの立看板等を設置し、化学物質過敏症ならびにアレルギー

　体質の方が接することのないようにご配慮願います。

●取扱いの際は製品容器の注意書き､および安全データシート(SDS)

㎜㎜■■■㎜’■-■㎜㎜’･■－-■㎜-･㎜-･-㎜－■■㎜㎜’■●廃棄の際は関係法規に従って産業廃棄物処理業者に委託し処理してください。をよく読み､注意事項を塵守Ｌてください。
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